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研究背景
 SSP構想の目的 → 佐賀県の競技力を向上させ佐賀のスポーツ文化の発展に寄与
 最新のスポーツ解析技術 → AIを用いて動作解析を簡単に解析することが可能
 解析技術をSSP構想に導入 → 佐賀県高校野球投手を解析，競技力向上を目指す

 3年間300名の投手を解析
 動作解析の結果から優れた投手の動作の特徴を抽出，身体部位ごとに解析結果の優秀値を算出
 個々の選手の計測結果と優秀値を比較し，選手ごとに強化ポイント（改善すべき点）を抽出
 強化ポイントを修正するための指導，トレーニング方法を提案

研究成果

1．計測
プロジェクトの流れ

2．データ解析

3．診断シートの作成

マーカーレス動作解析システムによる解析 身体各部位の角度，角速度等の
運動学データを算出

1.選手，指導者にデータの見方，特徴を説明
2.各データの平均値，優秀値と比較し強化ポイントを提示
3.パフォーマンス修正・強化のためのトレーニング方法を提案

4．トレーニング指導選手ごとに診断シート作成
個々のデータと優秀値を比較

これからの取組
 他の競技でも同様の解析システムを構築

だれもが気軽に利用できる解析システム
スポーツデータでさらなるスポーツの魅力を体感
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